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「
笑
う
」
忘
年
例
会
開
催
！

　

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
希
望
の
新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
皆

様
の
ご
清
福
と
ご
繁
栄
を
心
よ
り
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
た
、
皆
様
に
は
平
素
よ
り
当
会
の
事

業
に
格
別
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

　

表
題
の
言
葉
は
、
小
学
校
時
代
の
恩
師
が
卒
業

に
際
し
、
私
に
贈
っ
て
く
だ
さ
っ
た
言
葉
で
あ
り

ま
す
。
本
年
度
の
活
動
も
折
り
返
し
を
迎
え
、
自

分
自
身
の
戒
め
と
し
て
こ
の
言
葉
の
意
味
を
あ
ら

た
め
て
噛
み
締
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

新
し
い
年
を
迎
え
ま
し
て
も
、
私
た
ち
に
は
不

変
の
使
命
が
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
新
た
な
商

人
像
・
企
業
人
像
を
創
出
し
、
ま
た
新
た
な
青
年

中
央
会
を
創
造
し
続
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

し
て
次
代
の
中
小
企
業
界
を
担
う
人
材
を
育
成

し
、
中
小
企
業
の
振
興
発
展
に
寄
与
す
る
当
会
の

目
的
を
確
実
に
果
た
し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
が
成
果
と
な
り
実
を
結
ぶ
こ

れ
か
ら
の
半
年
間
、
自
ら
の
戒
め
と
使
命
、
そ
し

て
年
度
当
初
よ
り
掲
げ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
今
一
度

肝
に
銘
じ
、
皆
様
と
共
に
当
会
の
活
動
が
あ
ら
ゆ

る
方
面
に
有
益
な
活
動
に
な
る
よ
う
邁
進
し
て
い

く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

少
年
は
、
す
ぐ
に
老
い
て
し
ま
う
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、「
青
春
（
青
年
）
と
は
、
人
生
の
あ
る

時
期
で
は
な
く
、心
の
持
ち
方
を
言
う
」
の
で
す
。

失
敗
を
恐
れ
ず
、
常
に
成
長
を
目
指
す
気
持
ち
が

大
切
な
の
で
す
。
そ
し
て
、
最
後
に
後
半
の
活
動

の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
皆
様
に
お
伝
え
し
た
い
と
思
い

ま
す
。「
成
功
ほ
ど
失
敗
す
る
も
の
は
な
い
」
と

い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
言
葉
を
知
っ
て
私

が
皆
様
に
ご
提
示
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、『
成
功

ほ
ど
努
力
す
る
も
の
は
な
い
』と
い
う
言
葉
で
す
。

私
も
こ
の
言
葉
を
胸
に
頑
張
っ
て
い
く
事
を
皆
様

に
お
約
束
し
ま
す
。

　

皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た

し
ま
し
て
、
私
の
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

謹
賀
新
年

少
年
老
い
易
く
学
成
り
難
し
、

一
寸
の
光
陰
軽
ん
ず
可
か
ら
ず

新
年
の
ご
挨
拶　
　

鳥
取
県
西
部
中
小
企
業
青
年
中
央
会  

会
長  

武
海　

章

　

平
成
17
年
12
月
15

日
（
木
）
雪
が
舞
い
降

る
寒
々
と
し
た
夜
空
の

下
、「
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー

ト
米
子
」
に
お
い
て
、

総
務
・
ビ
ジ
ョ
ン
検
討

両
委
員
会
担
当
に
よ
る

鳥
取
県
西
部
中
小
企
業

青
年
中
央
会　

平
成
17

年
度　
「
12
月
『
笑
う
』

忘
年
例
会
」
が
開
催
さ

れ
た
。
い
つ
も
よ
り
10

分
早
く
席
に
着
い
た
現

役
会
員
80
名
は
、
足
元

の
悪
い
中
を
お
越
し

下
さ
っ
た
Ｏ
Ｂ
会
員
34

名
・
来
賓
５
名
を
お
迎

え
し
た
。

　

武
海
会
長
は
挨
拶

で
「
12
月
と
い
え
ば
、

中
央
会
と
し
て
は
折

り
返
し
の
時
期
と
言
え

る
。
振
り
返
れ
ば
、
実

に
充
実
し
た
、
余
計
な
事
を
考
え
る
暇
も
無
い

半
年
だ
っ
た
が
、
幸
せ
な
時
間
だ
っ
た
と
思
え

る
。
今
年
の
忘
年
例
会
は
、
担
当
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
が
『
不
景

気
を
吹
き
飛
ば

せ
』
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
、
知
恵

を
絞
っ
て
企
画

し
た
。
今
日
は

半
年
間
を
思
い

出
し
な
が
ら
、
笑
い
、
飲

み
、
食
べ
、
語
り
合
い
た

い
と
思
う
。」
と
仰
ら
れ

た
。

　

続
い
て
、野
坂
康
夫（
米
子
）・
中
村
勝
治（
境
港
）

の
両
市
長
、
並
び
に
中
村
昌
哲
Ｏ
Ｂ
会
長
よ
り
御

挨
拶
頂
き
、
商
工
中
金
米
子
支
店
長
寺
島
綱
一
氏

の
御
発
声
で
乾
杯
を
行
い
、

共
に
半
年
間
の
活
動
を
振

り
返
り
つ
つ
日
頃
の
労
を

労
い
あ
っ
た
。

　

忘
年
例
会
を
盛
り
上
げ

る
べ
く
、
総
務
・
ビ
ジ
ョ

ン
検
討
の
両
担
当
委
員
会

は
、
現
役
、
Ｏ
Ｂ
、
果
て

は
来
賓
ま
で
を
も
巻
き

込
み
「
知
力
・
体
力
・

時
の
運
」
ク
イ
ズ
大
会

を
開
催
し
た
。
謎
の
覆

面
男
・
中
央
会
の
若
武

者
「
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
（
善

本
）
中
国
」
を
司
会
進

行
役
に
、「
Ｉ
Ｑ
サ
プ
リ

（
頭
の
体
操
）」「
私
は
誰

で
し
ょ
う
？
」「
暗
算
」「
バ
ル
ー
ン
ク
ラ
ッ
シ
ュ

（
風
船
早
割
り
）」「
中
央
会
ア
イ
ア
ン
マ
ン
（
現

役
vs
Ｏ
Ｂ 
野
球
大
会
ク
イ
ズ
）」「
こ
の
字
何
の

字
？
（
タ
イ
ツ
男
達
に
よ
る
人
文
字
ク
イ
ズ
）」

と
い
っ
た
数
々
の
難

問
が
、
各
委
員
会
の

席
よ
り
選
ば
れ
た
回

答
者
達
に
情
け
容
赦

無
く
襲
い
掛
か
る
と

い
う
、
身
の
毛
も
よ

だ
つ
恐
ろ
し
い
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ

た
。

　
「
こ
の
字
何
の
字
？
」
で
は
、
今
期
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る「
創
生
」か
ら「
創
」、「
夢

を
も
っ
て
挑
め

ば
、
必
ず
実
現
す

る
」か
ら「
夢
」を
、

大
男
達
が
全
身
で

表
現
す
る
人
文
字

は
非
常
に
完
成
度

が
高
く
、
感
動
す

る
危
険
性
を
孕
ん

で
い
た
が
、
回
答

者
達
は
辛
く
も
こ

れ
を
か
わ
し
、
勝

利
の
栄
冠
を
勝
ち
得
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　国民の司法参加を実現する裁判員制度が、平成21年5月ま
でにスタートします。去る12月4日に鳥取市で県民への啓発
のためのフォーラムがありました。
　この制度は、国民の中から選ばれた裁判員が6人、裁判官3
人の基本的には計9人で裁判を行い、有罪無罪の判断はもとよ
り、有罪の場合は量刑も決めます。
　裁判員の権限は、基本的には裁判官と同等であり、提出さ
れた証拠書類を調べたり、証人や被告人にも質問ができます。
　判決は、裁判官、裁判員それぞれ1名以上の賛成を含む多数
決で決めます。扱う案件は、殺人、強盗致死傷、放火など凶
悪な刑事事件です。裁判員は有権者つまり20歳以上の一般市
民はすべてが対象で、くじで裁判員候補を選び、事件に関係
する不適格事由などか、一定のやむを得ない理由がない限り、
裁判員として刑事裁判に臨まなければなりません。裁判の審
理日数は事件によって異なりますが、最低でも数日間はかか
るとされています。
　国民が司法の場である刑事裁判に参加する事は、大変重要
だと考えますが、国民の不安や課題は、まだまだ多くあるよ
うであります。是非、皆さんも裁判員制度に関心を持ってく
ださい。

（記事・司法問題研究委員会　湯原会員）

　

平
成
17
年
12
月
13
日
（
火
）「
米
子
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
情
報
プ
ラ
ザ
」に
お
い
て
、
中

海
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
総
会
が
あ
り
、
２
０
０
５

年
の
１
年
の
活
動
を
振
り
返
り
、
２
０
０
６
年
の

目
標
に
つ
い
て
の
討
論
会
に
参
加
し
た
。
青
年
中

央
会
の
み
ら
い
づ
く
り
委
員
会
で
は
、「
２
０
０
６

年
は
Ｅ
Ｍ
菌
を
使
っ
て
学
校
の
プ
ー
ル
掃
除
を
す

る
こ
と
に
よ
り
子
供
た
ち
や
教
育
の
場
、
更
に
地

域
の
住
民
に
Ｅ
Ｍ
菌
を
知
っ
て
も
ら
う
事
を
目
標

に
し
て
い
る
」と
い
う
よ
う
な
事
を
語
っ
た
。

　

多
く
の
の
団
体
や
市
議
の
方
、
県
や
市
の
関
係

者
な
ど
た
く
さ
ん
の
参
加
者
で
限
ら
れ
た
時
間
の

中
で
の
討
論
会
だ
っ
た
の
で
、
語
っ
た
と
い
っ
て

も
実
際
は
ほ
ん
の
一
寸
だ
け
。
司
会
の
ば
ば
こ
う

い
ち
さ
ん
の
す
る
ど
い
問
題
提
起
や
中
海
再
生
に

燃
え
る
熱
い
思
い
の
人
た
ち
の
真
剣
な
雰
囲
気
に

“
緊
張
し
て
し
ま
っ
た
…
”の
が
事
実
だ
。
少
し
凹

ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
帰
り
に
は
私

　

因
み
に
成
績
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

同
率
１
位
：
政
治
行
政
委
員
会
・
ビ
ジ
ネ
ス
交
流

委
員
会

同
率
３
位
：
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会
・
総
務
委
員

会同
率
５
位
：
み
ら
い
づ
く
り
委
員
会
・
司
法
問
題

研
究
委
員
会

　

わ
ざ
と
ボ
ケ
て
い
た
メ
デ
ィ
ア
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
委
員
会
は
最
下
位
と
な
り
、
と
て
も
口
に

出
せ
な
い
、恐
ろ
し
い
罰
ゲ
ー
ム
が
課
せ
ら
れ
た
。

（
記
事
・
長
谷
川
）

裁判員制度全国フォーラム in 鳥取
あなたも裁判員！？あなたも裁判員！？

〜
中
海
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
討
論
会
レ
ポ
ー
ト
〜

中
海
再
生
に
燃
え
る
熱
い
討
論
！

に
同
行
し
て
、
デ
ジ
カ
メ
の
撮
影
も
し
て
く
れ
た

北
口
会
員
と
中
海
の
未
来
を
熱
く
語
っ
た
の
だ
っ

た
。
北
口
会
員
あ
り
が
と
う
。

（
記
事
・
み
ら
い
づ
く
り
委
員
会　

門
脇
委
員
長
）



　

今
月
は
鳥
取
県
中
小
企
業
青
年
中
央
会
（
県
青

中
）の
委
員
会
活
動
に
つ
い
て
９
月
号
の
ハ
ン
サ

ム
で
も
若
干
触
れ
ま
し
た
が
、
も
う
少
し
お
話
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
中
に
は
、「
え
っ
、

県
青
中
に
も
委
員
会
っ
て
あ
る
の
？
」「
委
員
会

は
ど
う
い
う
活
動
を
し
て
い
る
の
？
」と
思
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
西
部
青
年
中
央
会
と
同
じ
く

委
員
会
が
存
在
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
情
報
委
員
会
、
研
修
委
員
会
、
親

睦
・
広
報
委
員
会
の
３
委
員
会
で
編
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
の
委
員
会
も
副
会
長
（
各
地
区
の

会
長
）、
委
員
長
（
中
部
の
県
出
向
理
事
）、
委
員

（
東
部
と
西
部
の
県
出
向
理
事
）で
構
成
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
情
報
委
員
会
は
委
員
長
交
流
会
、
研

修
委
員
会
は
中
小
企
業
団
体
全
国
大
会
や
海
外
研

修
、
親
睦
・
広
報
委
員
会
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

等
の
親
睦
事
業
が
主
な
事
業
内
容
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
い
ず
れ
の
委
員
会
も
事
業
の
企
画
や
段
取

り
を
行
い
、
県
役
員
会
で
承
認
を
受
け
運
営
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

11
月
に
周
年
事
業
も
終
え
、
大
き
な
事
業
は
一

段
落
し
ま
し
た
が
、
実
は
大
半
が
ま
だ
残
っ
て
い

ま
す
。
一
度
も
参
加
さ
れ
た
こ
と
の
無
い
会
員
の

方
は
ぜ
ひ
一
度
、
一
度
と
は
い
わ
ず
二
度
三
度
、

ど
ん
ど
ん
積
極
的
に
参
加
し
て
み
て
下
さ
い
。
普

段
な
か
な
か
お
会
い
出
来
な
い
東
部
や
中
部
の
会

員
と
交
流
す
る
こ
と
で
色
々
な
発
見
が
生
ま
れ
て

く
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
県
出
向
役
員
一
同
、
魅
力
あ
る
県

青
中
事
業
づ
く
り
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
の
で
応
援
、
そ
し
て
参
加
の
程
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

（
記
事
・
渡
辺
県
出
向
）

県
青
中
の
動
き

1月役員会報告

1月例会案内

　1月定例役員会が平成18年1月6日（金）、米子食品会館にて開催さ
れました。当日の主な議題は以下の通りです。
　・1月例会の件　　・2月例会の件
※なお、詳細については委員長までご参照ください。

メディアコミュニケーション委員会
平成17年12月6日（火）於：海潮園	 出席者／17名
議題／ハンサム、HP、中央会番組について

みらいづくり委員会
平成17年12月7日（水）於：岩㟢館	 出席者／12名
議題／1月担当例会について

政治行政委員会
平成17年12月8日（木）於：かば	 出席者／13名
議題／2月担当例会について

ビジネス交流委員会
平成17年12月9日（金）於：海潮園	 出席者／10名
議題／企業訪問について

司法問題研究委員会
平成17年12月7日（水）於：海潮園	 出席者／14名
議題／3月担当例会について

総務委員会
平成17年12月5日（月）於：米子食品会館	 出席者／16名
議題／オブザーバー役員会出席、12月忘年例会について

ビジョン検討委員会
平成17年12月5日（月）於：米子食品会館	 出席者／8名
議題／皆生トライアスロンに対する当会協力体制の在り方についての
　　　提言まとめ、12月忘年例会について

※役員会報告・連絡事項、会員拡大の件は各委員会とも行われています。
※詳細については各委員長までご参照ください。

12月度委員会報告

記
者
が
選
ぶ
！
突
撃
！

気
に
な
る
Ｏ
Ｂ
会
員
を
訪
ね
て
…

野
嶋　

功
Ｏ
Ｂ

〈
近
況
報
告
〉

　

北
条
レ
ン
タ
カ
ー
米
子
営
業
所
／
醍
醐
交
通
の

所
長
を
務
め
ら
れ
て
お
ら
れ
、
仕
事
以
外
で
は
や

ま
つ
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
理
事
を
し
て
お
ら
れ

ま
す
。
現
在
は
仕
事
以
外
の
所
で
も
地
域
と
の
関

わ
り
が
多
く
、「
こ
の
よ
う
な
地
域
と
の
関
わ
り

が
も
て
る
の
も
、
中
央
会
か
ら
の
結
び
つ
き
の
お

か
げ
だ
ね
。
現
役
の
頃
と
比
べ
て
夜
の
会
合
は

減
っ
た
が
、
個
人
的
に
は
今
の
方
が
忙
し
い
」と

語
ら
れ
た
。

〈
今
後
の
中
央
会
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
〉

　

野
嶋
Ｏ
Ｂ
が
中
央
会
に
入
ら
れ
た
の
当
時
は
、

県
内
最
年
少
の
25
歳
の
頃
で
し
た
。
卒
会
さ
れ
て

１
年
、
こ
の
21
年
の
間
で
中
央
会
自
体
の
変
化
を

お
尋
ね
す
る
と
、「
自
分
が
入
会
し
た
当
時
は
周

り
の
人
は
怖
い
方
ば
か
り
だ
っ
た
ね
。
会
自
体
の

活
動
は
入
会
当
時
と
そ
れ
程
変
わ
ら
な
い
が
、
今

は
自
分
の
意
見
を
言
う
人
が
少
な
く
な
っ
た
と
思

田
中
英
治
会
員

31
期
卒
会
記
念
！

思
い
出
の
写
真
を
見
せ
て
く
だ
さ
い

う
。
昔
は
総
会
で
反
対
意
見
も
出
て
い
た
よ
。
当

時
は
委
員
会
が
始
ま
る
前
か
ら
一
杯
飲
ん
で
い
た

か
ら
、
み
ん
な
大
き
い
事
も
言
え
た
と
思
う
け
ど

ね
。」と
入
会
当
時
を
懐
か
し
そ
う
に
語
ら
れ
た
。

〈
野
嶋
Ｏ
Ｂ
会
員
を
訪
ね
た
理
由
〉

　

私
も
25
歳
で
入
会
し
ま
し
た
が
、
同
じ
立
場
で

20
年
間
中
央
会
を
見
て
こ
ら
れ
た
野
嶋
Ｏ
Ｂ
会
員

に
お
話
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
お
話
を
聞

き
、
20
年
後
の
中
央
会
が
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の

か
、
ま
た
そ
こ
に
関
わ
っ
て
い
け
る
こ
と
を
楽
し

み
に
感
じ
ま
し
た
。

（
記
事
・
高
井
）

　皆さんは最近テレビに頻繁に出没する、黒のレザーの上下に帽子、サングラスを身に着け
た男をご存知だろうか？そう！言わずと知れた「レーザーラモンHG」である。この男、ハード・
ゲイにもかかわらず、朝日町界隈にも出没するらしい、という情報をキャッチした！我々西
部青年中央会取材班は、目撃情報を収集するため突撃取材を敢行した！（プライバシーのため、
実名、音声は変えてあります。）
　目撃情報1、朝日町勤務・A子さんの証言「 このまえタクシーに乗ろうとしたら、うしろか
ら『フォー』って、テレビで聞いたことある声がしたんです。振り返ってみると、な、な、
な、なんと！あの『レーザーラモンHG』がいたんです！サインもらおうとしたら、『 あっ！ヤ
ベッ！』って言って逃げていきました。でも、今考えると、程好く酔った男の人に深々とお
礼をしてたような・・・？」
　目撃情報2、自営業・T夫さんの証言「 ああ、見ましたよ。12月の7日あたりだったかなぁ。
○インボー 3に入っていきましたよ。」
　「いる！」確信を持った取材班は目撃現場近くで張り込みをし、ある男に出会った。
　「 えっ、ええ～っと、しっ、知りませんよ、そんな人！なんかの間違いじゃないですかぁ。」
この男、何か挙動不審であやしいな？勘のいい取材班は、さらに問い詰めた！
　「しっ、知りませんよぉ！いい加減にしてくださいよぉ！し・つ・こ・い、フォー！あっ、しまっ
た！くそっ！」。男は素顔を見られた事が悔しかったらしく、走り去った。
　あなたも「○インドハート」で、ひとまわり小さい「レーザーラモンHG」に会ってみません
か？（要予約）
※この物語は、実話をもとに7割方着色を施した「ノンフィクション」です。　　　（記事・牧田）

３面記事　おもしろネタ！３面記事　おもしろネタ！

今
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
創
生
」

夢
を
持
っ
て
挑
め
ば
、
必
ず
実
現
す
る

あ
な
た
の

は
な
ん
で
す
か

夢夢

山
中
隆
司
会
員

　

20
年
く
ら
い
前

に
、
研
修
会
の
一

コ
マ
で
自
分
の
夢

を
ラ
ン
ダ
ム
に
箇

条
書
き
し
た
こ
と

を
思
い
出
し
ま
す
。

高
級
な
外
車
に
乗
り
、
大
き
な
家
を
建
て
、
き
れ

い
な
お
嫁
さ
ん
を
も
ら
い
、
海
外
に
教
育
施
設
の

拠
点
を
構
え
、
等
々
、
近
未
来
的
な
欲
や
物
欲
的

な
考
え
が
ス
ト
レ
ー
ト
に
で
る
、
夢
と
は
い
え
な

い
夢
を
書
い
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

い
ま
、
20
年
を
経
て
自
分
の
夢
を
語
る
機
会
を

頂
い
て
、
改
め
て
、
人
生
で
一
番
の
幸
せ
を
感
じ

る
こ
と
が
夢
の
実
現
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
教
育
の
世
界
に
身
を
置
い
て
お
り
ま
す

が
、
知
的
な
事
を
教
授
す
る
事
に
重
き
を
置
く
教

育
か
ら
、
心
の
教
育
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を

説
か
れ
て
久
し
い
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
身
近

に
起
こ
る
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
と
言
え
ば
、
幼
い
子

ど
も
の
命
を
奪
う
残
忍
な
事
件
ば
か
り
で
す
。
人

間
と
し
て
、
人
の
心
を
踏
み
に
じ
り
、
命
を
奪
う

こ
と
が
な
ぜ
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
不
思
議
で
た

ま
り
ま
せ
ん
。

　

人
間
は
生
ま
れ
持
っ
た
性
質
が
あ
る
で
し
ょ
う

が
、
乳
幼
児
期
か
ら
成
人
に
至
る
ま
で
良
質
の
教

育
を
い
か
に
受
け
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
人
格
形

成
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

幼
児
教
育
に
携
わ
る
自
分
に
と
っ
て
、
教
育
的
環

境
を
上
質
に
す
る
こ
と
が
よ
り
よ
い
教
育
を
推
進

す
る
こ
と
で
あ
り
、
環
境
の
中
で
特
に
、
教
育
に

携
わ
る
教
諭
、
保
育
士
の
人
格
が
い
か
に
大
切
で

あ
る
か
は
周
知
の
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。　

　

人
間
の
基
礎
で
あ
る
人
格
を
高
め
る
こ
と
が
、

自
分
の
携
わ
る
教
育
の
質
を
よ
り
一
層
高
め
る
こ

と
に
つ
な
が
り
、
そ
こ
で
教
授
さ
れ
た
教
育
に

よ
っ
て
、
世
の
中
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
人
と
し

て
活
躍
す
る
人
材
を
輩
出
す
る
こ
と
が
、
当
た
り

前
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、自
分
の
役
割
で
す
。

　

水
は
、
我
々
の
生
活
の
中
で
ど
こ
に
で
も
存
在

す
る
あ
り
ふ
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
水
は

そ
の
形
を
変
え
な
が
ら
人
間
の
生
活
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
と
し
て
存
在
し
て
お
り
ま
す
。
水

な
く
し
て
我
々
の
生
活
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
こ

れ
か
ら
も
、
水
の
如
く
に
生
き
ら
れ
る
自
分
づ
く

り
を
す
る
こ
と
が
私
の
夢
で
す
。

（
山
中
会
員
を
選
ん
だ
理
由
）

　

昨
今
、
青
少
年
を
巻
き
込
ん
だ
陰
鬱
な
事
件
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
を
最
も
よ
く
知
り
、
教

育
す
る
立
場
の
最
前
線
の
人
物
と
問
わ
れ
、
山
中

会
員
が
一
番
に
浮
び
ま
し
た
。
そ
の
期
待
に
応
え

て
く
れ
た
か
の
様
に
、
規
定
の
字
数
を
超
え
る
原

稿
を
頂
き
ま
し
た
。

（
記
事
・
長
谷
川
）

南　

順
三
Ｏ
Ｂ

〈
近
況
報
告
〉

　

市
場
や
お
店
に
「
氷
」を
配
送
し
て
お
ら
れ
る

市
場
製
氷
の
社
長　

南
順
三
Ｏ
Ｂ
を
お
尋
ね
し
ま

し
た
。
今
年
の
６
月
に
中
央
会
を
卒
会
さ
れ
、
時

間
的
に
余
裕
が
で
き
た
現
在
は
、
仕
事
の
傍
ら
、

氷
の
加
工
機
械
を
自
ら
設
計
、
製
作
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。

〈
中
央
会
活
動
で
印
象
に
残
っ
た
こ
と
〉

　

南
Ｏ
Ｂ
は
14
年
間
中
央
会
で
活
動
を
振
り
返

り
、
も
っ
と
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
が
、
地
域

交
流
委
員
会
の
時
に
、
景
委
員
長
の
も
と
「
ジ
ュ

ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
」を
立
ち
上
げ
た
こ
と
だ

と
話
し
て
く
れ
た
。
当
時
、南
Ｏ
Ｂ
は
副
委
員
長
。

景
委
員
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
委
員
会
一

丸
と
な
っ
て
目
標
に
向
っ
て
努
力
す
る
姿
勢
と
、

異
業
種
団
体
で
あ
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
を
強
く
感

じ
た
と
語
ら
れ
た
。

〈
今
後
の
中
央
会
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
〉

　

中
央
会
良
さ
は
一
致
団
結
す
れ
ば
ど
ん
な
こ
と

で
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
。
そ
の
パ
ワ
ー
を
活
か

し
て
活
動
を
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
た

だ
委
員
会
、
例
会
に
出
席
す
れ
ば
い
い
と
い
う
だ

け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
お
い
て
、
自
分

か
ら
積
極
的
に
取
り
組
ま
な
い
と
得
ら
れ
る
も
の

は
な
い
。
そ
の
姿
勢
が
新
た
な
「
人
と
人
の
つ
な

が
り
」を
つ
く
る
。
中
央
会
は
さ
ま
ざ
ま
な「
き
っ

か
け
」の
場
で
あ
る
と
語
ら
れ
た
。

〈
南
Ｏ
Ｂ
会
員
を
訪
ね
た
理
由
〉

 　

14
年
間
と
い
う
長
い
在
籍
期
間
、
そ
し
て
卒

会
さ
れ
て
間
も
な
い
こ
と
か
ら
、
中
央
会
の
昔
と

今
を
語
っ
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
と
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

  

南
Ｏ
Ｂ
会
員
に
は
、
お
忙
し
い
中
、
快
く
取
材

に
応
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

（
記
事
・
本
池
）

　坊ちゃんで有名な道後温泉で、きずな委員会の卒会旅行の
１コマです。裸の付き合いで、偉大なるＯＢを前にして、顔
は笑っているが帯を付け忘れるほどの緊張でした。卒会を前
にして、やっと中央会の一員になれた気がします。

平
新
武
志
会
員

　数年前の若かりしデブの頃、微笑の国で象さんに乗り、私の人生観が
変わりました。「何事もマイペンライ！」心にゆとりを持ち、いつも微笑
んでいたいと思った日でした。もうすぐ中央会での賞味期限が切れる私
ですが、「あぁ良かった」と笑って卒会したいと思う今日この頃です。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
！

茅
か や

野
の

 優
ゆ う

誉
ほ

ちゃん
平成17年12月16日生まれ

茅野康洋会員の
（第二子）

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
！

砂
す な

原
は ら

 寧
ね

々
ね

ちゃん
平成17年12月22日生まれ

砂原弘明会員の
（第一子）

　と　き：平成18年1月16日（月）18：30〜食事  19：00〜開会
　ところ：ホテルサンルート米子　　
　講　師：中海漁業協同組合　理事　石倉正夫氏
　　　　　中海再生プロジェクト　副理事長　田守利彦氏
　　　　　中海連絡協議会　観光委員長　中ノ森寿昭氏
　演　題：「中海のみらいづくり」パネルディスカッション
　担　当：みらいづくり委員会


